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第 4 章 

豚および家禽に給与する場合のジスチラーズコーンオイルの化学組成とエネルギー価 

 
序説 

ジスチラーズコーンオイル（DCO）は高品質エネルギー源

として主として家禽および豚の飼料に用いられているが、

これは代謝エネルギー（ME）価が高く、他の油脂類より比

較的低価格であるためである。DCO の市場価格は米国

の油脂市場のイエローグリースの価格と密接に関係して

いるが、DCO の ME 価はイエローグリースの値を大幅に

上回り、大豆油の ME 価に匹敵する。米国の家禽・豚産

業の市場セグメントの中には、マーケティング戦略の一環

として、特定の消費者需要を満たすために「植物主体」（植

物油を含む）飼料のみを給与して鶏や豚を生産することを

選択しているところがある。さらに、2013 年に米国で

Porcine Epidemic Diarrhea ウィルスが大発生したため、

多くの獣医や栄養専門家が豚用飼料（例えば、精選ホワ

イトグリース、動物性副産物タンパク質ミール）への動物

（豚）由来飼料原料の配合を避け、植物主体原材料（例え

ば、トウモロコシ、大豆粕、ジスチラーズ・ドライド・グレイ

ン・ウィズ・ソリュブル（DDGS）、ジスチラーズコーンオイ

ル）だけを使用するようになり、飼料原料に存在している

可能性のあるこのウィルスやその他の病原体が飼育場に

伝染するリスクを低減しようとした。ところが、ジスチラーズ

コーンオイルは豚肉脂肪のしまりを低下させるため、一般

に、豚用飼料に高濃度のジスチラーズコーンオイルを使用

するのは幼齢期から生育期初期までに制限されている。

枝肉脂肪のしまりが低下すると、豚脇腹肉をベーコンに加

工する時の歩留まりが減少し、日本輸出市場での豚肉品

質に対するアクセプタビリティが低下する。ただし、米国で

は、DDGS または DCO を高配合して給与する場合の豚

肉脂肪のしまりの低下を予防する効果的な方法として、

GRAS（一般に安全と認められる）承認を受けた商用飼料

添加物（アイオワ州メーソンシティ所在 Nutriquest 社の

Lipinate™）を使用することができる。 

DCO の生産量の増加、高い ME 価、競争力のある価格

を踏まえ、DCO の動物飼料への使用について米国飼料

検査官協会は正式な定義を定め承認した（2017 年）。 

「33.10 ___ 飼料グレードのジスチラーズオイルは酵

母発酵した穀物または穀物ミックスを蒸留し、エチルア

ルコールを除去した後、エタノール生産業界で採用さ

れている方法を用いて機械的にまたは溶媒を用いて

抽出して得られる。ジスチラーズオイルは主に脂肪酸

のグリセドエステルから成り、添加された遊離脂肪酸

等の脂肪由来物質を含まない。含有する総脂肪酸が

85 パーセント以上、不鹸化物が 2.5 パーセント以下、

不溶性不純物が 1 パーセント以下であることが保証さ

れていなければならない。遊離脂肪酸および水分の最

大値が保証されていなければならない。抗酸化物質が

使用されている場合には、一般名または通称名を、

「保存料として使用」の文言とともに記載しなければな

らない。「トウモロコシ、ソルガム、大麦、ライ麦」といっ

た使用材料の種類を表す製品名である場合には、そ

の製品名の最初の単語が主原料と謳われている穀物

に対応することが求められる」（2015 年提案、2016 年

採用、改訂１） 

2016 年に正式に採用されたこの定義では必要とされる保

証分析が指定されており、またこの定義は米国産エタノー

ルプラントの大半が採用している遠心分離プロセスとは異

なるプロセスである溶媒抽出により加工されるコーンオイ

ルにも適用される。脱油トウモロコシによる DDGS の現在

の生産量はごくわずかであるが、懸案のこの新しい併産

物についての AAFCO の定義は以下のように提案されて

いる。 

「T27.9 ___ 溶媒抽出による脱油トウモロコシによる

ジスチラーズ・ドライド・グレイン・ウィズ・ソリュブルは、

トウモロコシのジスチラーズ・ドライド・グレイン・ウィズ・

ソリュブル（DDGS）から溶媒抽出により油分を抜き出

した製品で、粗脂肪が現物給与ベースで 3 パーセント

未満のものである。この製品はタンパク質源とすること

が意図されている。製品表示には粗タンパク質の保証

最低値と硫黄の保証最大値が含まれていなければな

らない。製造飼料の一成分として記載されている場合

には「溶媒抽出」という表示は求めない」（2015 年提

案） 

ジスチラーズコーンオイルの化学組成 

ジスチラーズコーンオイルを精製コーンオイルと比較した

場合の顕著な差の一つは、DCO 源には含まれる遊離脂

肪酸が多いということであり（表 1）、その幅は 2 パーセン

ト未満から 18 パーセントにまで及ぶことがある。各種飼料

の脂質を評価した過去の研究から、豚および家禽に給与

した場合、含有する遊離脂肪酸が増加すると ME 価が減

少することが分かっており、これが DE（豚）および AMEn

（家禽）予測式の開発につながった（Wiseman ら、1998
年）。コーンオイルは比較的ポリ不飽和酸（PUFA）の含有

率が高く、特にオレイン酸（9c-18:1; 総脂質の 28～30 
パーセント）およびリノール酸（18:2n-6; 総脂質の 53～55
パーセント）の含有率が高いという点で、その他の脂質源

と異なる。植物油の PUFA 含有量は動物脂肪の値を上回

るため、植物油の ME 価は高い（Kerr ら、2015 年）。その

結果として DCO はすべての飼料油脂の中で最も ME 価

が高いものの一つとなっているが、同時に過酸化の影響

をより受けやすいことになる（Kerr ら、2015 年; Shurson 
ら、2015 年; Hanson ら、2015 年）。過酸化脂質を豚およ
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びブロイラーに給与すると、生育速度、飼料摂取量および

増体効率が低下し（Hung ら、2017 年）、高過酸化コーン

オイルを給与すると、幼豚のエネルギー利用効率および

抗酸化状態が低下することが明らかになっている

（Hanson ら、2016 年）。しかしながら、市販の抗酸化剤を

ジスチラーズコーンオイルに添加すると、高温多湿条件下

で保管される DCO の過酸化を最小限に抑えることができ

る（Hanson ら、2015 年）。DCO の過酸化の程度（過酸化

物価、アニシジン価およびヘキサナール）は精製コーンオ

イルを幾分上回るが、生育成績の低下が観察された

Hanson ら（2016 年）による試験において幼豚に給与され

た過酸化コーンオイルの値を大幅に下回っている。

 
表 1．精製コーンオイルと各種ジスチラーズコーンオイル（DCO）の化学組成と過酸化測定（出典：Kerr ら、2016 年） 

測定 精製コーンオイル 
DCO 

(4.9 % FFA1) 
DCO 

(12.8 % FFA) 
DCO 

(13.9 % FFA) 
水分 (%) 0.02 1.40 2.19 1.19 
不溶性物質 (%) 0.78 0.40 1.08 0.97 
不鹸化物 (%) 0.73 0.11 0.67 0.09 
粗脂肪 (%) 99.68 99.62 98.96 99.63 
遊離脂肪酸 (%) 0.04 4.9 12.8 13.9 
総脂肪中の脂肪酸の割合 (%)     
パルミチン酸 (16:0) 11.39 13.20 11.87 13.20 
パルミトレイン酸 (9c-16:1) 0.10 0.11 0.11 0.11 
マルガリン酸 (17:0) 0.07 0.07 0.07 0.07 
ステアリン酸 (18:0) 1.83 1.97 1.95 1.97 
オレイン酸 (9c-18:1) 29.90 28.26 28.92 28.26 
リノール酸 (18:2n-6) 54.57 53.11 54.91 53.11 
リノレン酸 (18:3n-3) 0.97 1.32 1.23 1.32 
ノナデカノン酸 (19:0) ND1 0.65 0.65 0.65 
アラキン酸 (20:0) 0.40 0.39 0.39 0.39 
ゴンド酸 (20:1n-9) 0.25 0.24 0.24 0.24 
ベヘン酸 (22:0) 0.13 0.13 0.12 0.13 
リグノセリン酸 (24:0) 0.17 0.19 0.18 0.19 
その他の脂肪酸 0.21 0.41 ND 0.41 
過酸化測定     
過酸化物価 (MEq/kg) 1.9 2.9 3.3 2.0 
アニシジン価 3 17.6 80.9 70.3 73.3 
ヘキサナール 2.3 4.4 3.9 4.9 
1. FFA = 遊離脂肪酸 
2. ND = 検出不能 
3. アニシジン価の単位なし 
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表 2 は 2 種類の DCO と一般的な飼料脂質（すなわち、

精選ホワイトグリース、パーム油および大豆油）の化学組

成と過酸化指標を比較したものである。精選ホワイトグリ

ース（精製された豚脂肪）は主としてオレイン酸 (9c-
18:1)、パルミチン酸 (16:0)、ステアリン酸(18:0)から構成

され、その結果として、DCO と比較した場合、この脂質源

は飽和脂肪源と分類される。一般に動物の飽和脂肪（す

なわち、精選ホワイトグリース）は不飽和脂肪の多い植物

油（すなわち、ジスチラーズコーンオイル）よりも ME 価が

低い。加えて、精選ホワイトグリースは飽和脂肪酸の割合

が高いため、DCO よりも脂質過酸化の影響を受けにくい

が、精製中に用いられる温度と加熱時間によって DCO と

同程度の過酸化量になることがある（表 2）。パーム油の

脂肪酸の中で多いのはパルミチン酸 (16:0) とオレイン酸 
(9c-18:1) で、リノール酸の含有率（9.85 パーセント）は

DCO（56 パーセント）を大きく下回っている。その結果、油

安定性指標(OSI)の値の高さから分かるように、DCO、精

選ホワイトグリースや大豆油と比較して、パーム油は過酸

化への耐性が高い（表 2）。対照的に、大豆油の脂肪酸組

成は DCO と類似しており、リノール酸の含有率（53 パー

セント）が高く、オレイン酸（23 パーセント）とパルミチン酸

（11 パーセント）の含有率は中程度である。ところが大豆

油は DCO とは異なり、リノレン酸 (18:3n-3) の含有率が

比較的高く、リノレン酸の化学構造中の二重結合がリノー

ル酸よりも多いため、理論的に DCO よりも過酸化の影響

を受け易いと考えられる。驚くことに、表 2 の大豆油は、ア

ニシジン価や 2, 4-デカジエナールで計った場合に、アル

デヒド（過酸化生成物）含有量が、DCO、精選ホワイトグリ

ースおよびパーム油の値を下回る。DOC を精選ホワイト

グリース、パーム油および大豆油と比較した場合の化学

組成上の他の 2 つの特徴は、総トコフェロールの含有量

(626～730mg/kg)とキサントフィルの含有量(92~175 
mg/kg)が比較的高いことである（表 2）。大豆油だけが

DCO の総トコフェロール含有量を上回るが、大豆油は基

本的にキサントフィルを欠いている。トコフェロールとカロチ

ノイド（キサントフィル）は強力な抗酸化物質で、併産物生

産過程の熱に曝される間に発生するさらに強大な過酸化

を防ぐのに効果的である。さらに言えば、DDGS に含まれ

るコーンオイルのこうした化合物の含有率が比較的高いこ

とは、過酸化の進んだ DDGS を幼豚に給与する時の酸

化ストレスを最小限に抑える上で役立つと考えられる

（Song ら、2013 年）。DCO に含まれる豊富なキサントフィ

ルは、「付加価値」的な要素であり、ブロイラーの皮膚の色

や黄身を望ましい色にするための合成色素を一部代替す

るものとしてブロイラーや産卵鶏用飼料に配合することを

促す誘因にもなる。 

 
表 2．ジスチラーズコーンオイル（DCO）、精選ホワイトグース（CWG）、パーム油（PO）および大豆油（SO）の化学組成と過

酸化測定 （Lindblom ら、2017 年に基づく） 

測定 
DCO 

(4.5 % FFA) 
DCO 

(10 % FFA1) CWG PO SO 
水分 (%) 0.68 0.54 0.24 0.02 0.02 

不溶性物質 (%) 0.18 0.04 0.22 0.02 0.02 

不鹸化物 (%) 1.53 1.86 0.63 0.21 0.33 

粗脂肪 (%) 98.7 98.2 98.3 98.6 98.5 

遊離脂肪酸 (%) 4.5 10.0 13.4 0.07 0.04 

総脂肪中の脂肪酸の割合 (%)      

カプリン酸 (10:0) ND2 ND 0.07 ND ND 

ラウリン酸 (12:0) ND ND ND 0.22 ND 

ミリスチン酸 (14:0) ND ND 1.28 0.99 ND 

ペンタデカン酸 (15:0) ND ND ND 0.04 ND 

パルミチン酸 (16:0) 12.86 12.88 23.25 43.41 10.74 

パルミトレイン酸 (9c-16:1) 0.10 0.10 2.44 0.15 0.08 

マルガリン酸 (17:0) ND ND 0.33 0.10 0.09 

ステアリン酸 (18:0) 1.76 1.73 12.54 4.38 4.20 

オレイン酸 (9c-18:1) 26.95 26.56 41.38 39.90 23.08 

リノール酸 (18:2n-6) 55.88 56.50 16.52 9.85 53.19 
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表 2．ジスチラーズコーンオイル（DCO）、精選ホワイトグース（CWG）、パーム油（PO）および大豆油（SO）の化学組成と過

酸化測定 （出典：Lindblom ら、2017） 

総脂肪中の脂肪酸の割合 (%) 
DCO 

(4.5 % FFA) 
DCO 

(10 % FFA1) CWG PO SO 
リノレン酸 (18:3n-3) 1.26 1.26 0.55 0.22 7.28 

ノナデカノン酸 (19:0) 0.10 ND ND ND 0.31 

アラキン酸 (20:0) 0.39 0.38 0.19 0.37 0.33 

ガドレイン酸 (20:1) 0.28 0.25 0.80 0.14 0.20 

エイコサジエン酸 (20:2) ND ND 0.74 ND ND 

ホモ γ リノール酸 (20:3) ND ND 0.11 ND ND 

アラキドン酸 (20:4) ND ND 0.30 ND ND 

ベヘン酸 (22:0) 0.12 0.14 ND 0.07 0.35 

ドコサトリエン酸 (22:3)  ND ND 0.14 ND ND 

ドコサテトラエン酸 (22:4) 0.12 ND ND ND ND 

ドコサペンタエン酸 (22:5) 0.18 0.19 ND ND ND 

その他の脂肪酸  ND ND ND 0.15 0.16 

遊離グリセリン (%) 0.85 0.53 0.58 0.74 0.31 

総トコフェロール (mg/kg) 730 626 253 67 1,083 

アルファ 51 62 50 67 77 

ベータ 15 15 <10 <10 < 10 

デルタ 29 15 < 10 < 10 < 10 

ガンマ 635 534 203 < 10 817 

キサントフィル (mg/kg) 92 175 < 1 < 1 < 1 

過酸化測定      

過酸化物価 (MEq/kg) 1.4 0.4 0.4 1.2 1.6 

アニシジン価 3 30.76 21.47 23.26 11.22 5.87 

2, 4-デカジエナール (mg/kg) 26.4 ND 17.6 ND 6.2 

ヘキサナール (μg/g) ND ND 14.7 ND ND 

OSI4、110°C での時間 (h) 5.15 10.75 4.15 30.05 6.35 

酸化脂肪酸 (%) 1.6 0.9 2.2 1.2 1.4 

極性化合物 (%) 9.38 9.55 20.53 7.40 3.46 

TBA3,5 価 0.04 0.03 0.03 0.01 0.06 
1. FFA = 遊離脂肪酸 
3. アニシジン価または TBA 価の単位なし 
4. OSI = 油安定性指標 
5. TBA = チオバルビツル酸 
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豚に給与する場合の各種ジスチラーズコーンオイ
ルの可消化エネルギーおよび代謝エネルギーの
実際値と予測値 

豚に給与する場合の DCO に含まれる可消化エネルギー

（DE）価と ME 価を測定するための試験がこれまで 2 件

行われている。最初の試験は精製コーンオイル（0.04 パ

ーセント FFA）、FFA 含有率が 4.9～13.9 パーセントの 3
種類の市販 DCO、および人工的に生産された高 FFA コ

ーンオイル（93.8 パーセント）の DE 価および ME 価を測

定し、FFA 含有率が各 DCO の ME 価に及ぼす影響を見

極めることを目的として、Kerr ら（2016 年）が実施した。表

3 に示すように、DCO サンプルの ME 価の範囲は 8,036
～8,828 kcal/kg で、FFA 含有率が 4.9 パーセントの

DCO サンプルは精製コーンオイルと同程度の ME 価であ

る。精製コーンオイルの ME 価（8,741 kcal/kg）、4.9 パー

セント FFA DCO（8,691 kcal/kg）と 13.9 パーセントの

FFA DCO（8,397 kcal/kg）は NRC（2012 年）で報告され

ているコーンオイルの値である 8,570 kcal/kg とほぼ同じ

である。驚くことに、すべてのコーンオイルの中で、93.8 パ

ーセント FFA のコーンオイルの GE 価は最も低いが、DE
価および ME 価は最も高い。12.8 パーセントの FFA 
DCO はすべてのサンプルの中で ME 価が最も低いが、こ

れを除くと FFA の含有率が DCO に含まれる DE および

ME に及ぼす決定的な影響はみられない。 

これに続く試験で、Lindblom ら（2017 年）は 2 種類の

DCO（FFA が 4.5 パーセントと 10 パーセント）の DE 価お

よび ME 価を測定し、これらの値を市販の精選ホワイトグ

リース、パーム油および大豆油と比較した（表 4）。いずれ

の DOC サンプルの ME 価も Kerr ら（2016 年）が評価し

た 3 種類の DCO（8,397～8,691 kcal/kg）のうちの 2 つ

の値を大幅に下回った（7,921 と 7,955 kcal/kg）。これら

2 件の試験の間で各種 DCO の ME 価に違いが出る理由

は明らかではないが、これらの結果は、豚に給与する場

合、DCO の FFA 含有率が ME 価に影響を及ぼすことは

考えられないとする判断の更なる裏付けとなった。精選ホ

ワイトグリースの ME 価（8,535 kcal/kg）は両 DCO サン

プルの ME 価を上回り、NRC（2012 年）の値である

8,124 kcal/kg も上回っていることも意外である。以前から

不飽和脂質源の脂質含有率が飽和脂肪源の値を上回る

ことは十分に立証されている（NRC、2012 年）。しかしな

がら、米国では生育-仕上期の豚に DDGS を高配合した

飼料を給与することが広まっているが、これがこうした豚

の枝肉から得られた精選ホワイトグリースに含まれる不飽

和脂肪酸の増加傾向という結果に結びついている可能性

がある。この精選ホワイトグリースのリノール酸含有率（16
パーセント）が NRC（2012 年）の報告によるリノール酸含

有率（11.6 パーセント）を上回っていることからも裏付けら

れる。さらに、この精選ホワイトグリースでは、パルミチン

酸（23 パーセント）が NRC（2012 年）のパルミチン酸の報

告値である 26 パーセントをわずかに下回っている。また、

Lindblom ら（2017 年）が評価した大豆油の ME 価

（9,408 kcal/kg）は NRC（2012 年）の報告値である

8,574 kcal/kg を大きく上回っている。こうした結果は、参

考データベースの統計値を用いる場合、飼料中の油脂の

ME 価を過大評価あるいは過小評価する恐れがあること

を示している。 

 

Kerr ら（2016 年）は、Wisemann ら(1998 年)が開発した

予測式の使用上の精度を評価し、各 DCO 源の DE 価を

予測して、広く用いられている予測式が DCO 源に適用で

きるかどうかを見極め、DCO 製品間でばらつきのある

FFA 組成に基づき、よりダイナミックで正確な DE 価の予

測値を提供した（表 3）。Wiseman ら（1998 年）の数式で

は、DE 価を評価するために、FFA 含有率、不飽和／飽和

脂肪酸比率および豚の年齢を用いている。残念ながら、こ

うした数式を用いて得られる結果は、精製コーンオイル、

12.8 パーセントおよび 13.9 パーセントの FFA DCO では

4.9 パーセント FFA DCO の予測 DE 価と同程度になり、

DE 価が過大に見積もられ、試験的に生産した高 FFA 
DCO では DE 価が大幅に過小評価（1,146 kcal/kg)され

ることを示している。こうした結果は、Wiseman ら（1998
年）の数式が豚に給与する場合の DCO の DE 価を評価

するために必要な精度に欠けるため、DCO 専用の新しい

予測式の開発が必要であることを示唆している。 
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表 3．幼豚に給与する場合の DCO に含まれる DE および ME の実際値と予測値（出典：Kerr ら、2016 年） 

測定 
精製 

コーンオイル 
DCO 

(4.9 % FFA1) 
DCO 

(12.8 % FFA) 
DCO 

(13.9 % FFA) 
DCO 

(93.8 % FFA) 
GE (kcal/kg) 9,423 9,395 9,263 9,374 9,156 
DE (kcal/kg) 8,814a 8,828a 8,036b 8,465ab 8,921a 
ME (kcal/kg) 8,741a 8,691a 7,976b 8,397ab 8,794a 
EE2 可消化率 (%) 93.2 94.0 91.7 95.0 92.7 
UFA：SFA3 6.13 5.00 5.61 5.00 4.81 
予測 DE4 (kcal/kg) 8,972 8,848 8,794 8,741 7,775 
DE の実際値と予測値の差
(kcal/kg) -158 -20 -758 -276 +1,146 

abは同一列の異なる上付き文字は差のあることを示す（Pは0.05未満）。 
1. FFA = 遊離脂肪酸 
2. EE = エーテル抽出物 
3. UFA = 不飽和脂肪酸、SFA = 飽和脂肪酸 
4. 予測式は Wisemann ら（1998 年）から得られた若齢豚（DE）に基づく 

 
表４．幼豚に給与する場合のジスチラーズコーンオイル（DCO）、精選ホワイトグリース（CWG）、パーム油（PO）および大

豆油（SO）のエネルギー価と（EE）エーテル抽出物（EE）消化率 （出典：Lindblom ら、2017 年） 

測定 
DCO 

(4.5 % FFA) 
DCO 

(10 % FFA1) CWG PO SO 
GE (kcal/kg) 9,392 9,395 9,365 9,419 9,419 
DE (kcal/kg) 8,001b 8,052b 8,531b 8,293b 9,388a 
ME (kcal/kg) 7,921b 7,955b 8,535b 8,350b 9,408a 
EE2 可消化率％ 84.6b 85.6a 85.5a 84.4b 85.1ab 
abは同一列の異なる上付き文字は差のあることを示す（P は 0.05 未満）。 
1. FFA = 遊離脂肪酸 
2. EE = エーテル抽出物 

ブロイラーに給与する場合のジスチラーズコーン
オイルに含まれる代謝エネルギーの実際値と予
測値 

これまで家禽に給与する場合のジスチラーズコーンオイル

の AMEn含有量を測定する試験は 1 件のみ実施されて

いる。Kerr ら（2016 年）は、精製コーンオイル（0.04 パー

セント FFA）および豚の試験で用いられたものと同じ市販

の FFA 含有率が 49～13.9 パーセントの DCO3 種類と、

人工的に作り出した高 FFA（93.8 パーセント）コーンオイ

ルについて、含有する AMEn値を測定した。表 5 に示すよ

うに、各 DCO の AMEn含有量は 7,694〜8,036 kcal/kg
とほとんどばらつきがなく、精製コーンオイル（8,072 
kcal/kg）の AMEｎ含有量とも変わらない。ところが、こうし

た値は NRC（1994 年）に報告された精製コーンオイルの

AMEn値（9,639～10,811 kcal/kg）を大幅に下回ってい

る。豚の場合の反応とは異なり、他のコーンオイルに含ま

れる AMEnと比較して、93.8 パーセントの FFA DCO の

給与は AMEn値の大幅な低下（6,276 kcal/kg）に結びつく

結果となるのは興味深い。この試験的に作成した高 FFA
コーンオイルを給与した場合に、ブロイラーの反応が豚の

反応と異なる理由は不明であるが、こうした結果は飼料の

油脂に含まれる FFA の値が増加すると通常ブロイラーの

AMEn含有量が減少するとする過去の報告を裏付けてい

る。 

豚に給与した場合の比較と同様に、Kerr ら（2016 年）は、

ブロイラーに給与する DCO の AMEnを評価するために

Wisemann ら（1998 年）が開発した予測式の精度を評価

し、ブロイラーに給与する DCO に含まれるばらつきのあ

る FFA 組成に基づいて、これらの式が正確でよりダイナミ

ックな AMEn予測値を提供できるものであるか否かを見極

めた（表 5）。Wiseman ら（1998 年）の予測式は、FFA 含

有率、不飽和／飽和脂肪酸比率およびブロイラーの齢を

代入して、ブロイラーに給与する場合の脂質の AMEn含

有量を予測する。残念ながら、こうした予測式を用いると、

あらゆる種類のコーンオイルの AMEnが 379～659 
kcal/kg の範囲で過大に評価されることになる。こうした結

果は Wiseman ら（1998 年）の数式の使用がブロイラーに

給与する場合の AMEnの値を過大に評価する結果となる

ため、ブロイラーのための DCO 専用の新しい予測式の開

発が必要であることを示唆している。
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表 5．ブロイラーに給与する場合の DCO に含まれる AMEnの実際値と予測値 （出典：Kerr ら、2016 年） 

測定 
精製 

コーンオイル 
DCO 

(4.9 % FFA1) 
DCO 

(12.8 % FFA) 
DCO 

(13.9 % FFA) 
DCO 

(93.8 % FFA) 
GE (kcal/kg) 9,423 9,395 9,263 9,374 9,156 
AMEn2 (kcal/kg) 8,072a 7,936a 8,036a 7,694a 6,276b 
EE3 可消化率 (%) 91.6a 89.8a 89.0a 88.4a 83.0b 
UFA：SFA4 6.13 5.00 5.61 5.00 4.81 
予測 AMEn5 (kcal/kg) 8,680 8,484 8,415 8,329 6,935 
AMEn の実際値と予測値の差
(kcal/kg) -608 - 548 - 379 - 635 - 659 

1. FFA = 遊離脂肪酸 
2. AMEn = 窒素補正済見かけの ME 
3. EE = エーテル抽出物 
4. UFA = 不飽和脂肪酸、SFA = 飽和脂肪酸 
5. 予測式は Wisemann ら（1998 年）による若齢および老齢ブロイラーの平均値（見かけの ME）に基づき、Lopez と Leeson

（2007 年、2008 年）および King ら（2013 年）に基づいてブロイラーに給与した場合の AMEn に適合させた。 
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